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平成１６年８月
東京都千代田区は
民間マンション、住宅、病院などの
全ての新築物件と
大規模改修工事に室内化学物質検査を
１０月より指導要綱を制定予定と発表

公共住宅・各種施設の俊工時の化学物質の検査
民間の施設・病院や幼稚園、住宅でも俊工時には
室内の化学物質濃度検査が求められている



ホルムアルデヒド(超揮発性有機性化合物)
ＨＣＨＯ

複合フローリング材、合板などに使用され、鼻・喉の刺激、呼吸器障害の症状
を引き起こす原因物質。Ｆ☆ ☆ ☆ ☆建材は比較的安心できる
しかし、配合中の化合物の一部が環境条件(熱・温度・紫外線)によって、変質
又は分解することによりホルムアルデヒドを発生させることがある

例 合板に使用されるユリア樹脂のケース

Ｒ―ＣＨ2―OH → Ｒ―H+ＨＣＨO
メチロール基 ホルムアルデヒド

大切なこと 化合物自体が変質や分解しない安定したものを選ぶ

ＶＯＣ (揮発性有機性化合物)
木材保存剤、ペンキ、塗料、接着剤に含まれており、倦怠感、目・喉の刺激、
知覚障害など物質によってさまざまな症状を引き起こす

主たる化学物質指針値

VOC
ホルムアル
デヒド トルエン キシレン

パラジクロ
ルベンゼン

エチルベン
ゼン

スチレン

厚生労働省指針値

2002.4制定
0.08ｐｐｍ 0.07ｐｐｍ 0.20ｐｐｍ 0.04ｐｐｍ 0.88ｐｐｍ 0.05ｐｐｍ

文部科学省

学校衛生基準改正
2002.4 

上記指針値
以下

上記指針値
以下

上記指針値
以下

必要な場合

上記指針値
以下

必要な場合



24時間活性炭

5.ＦＬＥＣ法

濃度測定

対象部材

蒸留水
+

対象部材

24時間

3.デシケータ法

2.パッシブサンプラー法1.アクティブ法

化学物質放散濃度測定法

ホルムアルデヒド・VOC測定機器
24時間暴露のパッシブ方式
国土交通省住宅局住宅生産課（平成１５年度
４月１日改定）が作成したパッシブ採取機器
一覧表に掲載されているサンプラー

測定バッジF・V

アドバンストケミカルセンサー社製

室内の空気を採取
して測定 室内に検査器を設置

し暴露させて測定

対象部材を蒸留水につ
けて蒸留水を測定

4.ＡＤＰＡＣ法

対象部材

対象部材にカバーをし
て空気濃度を測定

トルエンの測定精度が高いパッシブサ
ンプラー法

対象部材を20ｌの
チャンバーに入れて空
気濃度を測定



検査バッジによる採取の手順・留意事項
9:00

30分換気

閉鎖

屋外に面する窓と扉はすべて閉鎖
屋内の扉や造り付け家具等のとびらは開
放のまま
24時間換気システムが設置されている
場合は測定中も稼動する
トイレや台所のレンジファンは常時稼動
するものではないため、検査中は停止す
る

機器を設置

24h測定

機器の撤収

9:30

翌9:30

住宅のすべての
窓、扉、室内の
造り付け家具、
押入れなどを開
放し換気を行う

指定された機関へ送付



①採取の過程で手順通り、正しく実施したか証明しにくい

②検査結果・データを判断する基準は指針値しかない

③異常値が出た場合、その対応策が不明である

内装工事の知識があり、建設現場を理解していること

環境やシックハウスの知見・知識があること

経験と検証にもとづく報告書作成能力があること



株式会社フジ・カーペット
環境対応企画室

ECOllabo Project

化学物質の室内空気濃度調査業務

この報告書は■■■から依頼を請け、■■■の竣工時のホルムアルデ
ヒドの室内濃度測定を当社環境保護推進企画室 ECOllabo 
Projectが行い、その結果報告を行うものである。

試料採取は測定実施概要に記載した通り実施した。

濃度分析は使用した分析バッジで指定された分析機関で行った。
平成16年1月15日

株式会社フジ・カーペット

環境保護推進企画室
ECOllabo Project（エコラボプロジェ

クト）
236-0004 横浜市金沢区福浦2-14-18

ＴＥＬ045-790-2434 ＦＡＸ045-790-2431
担当プロジェクトリーダー金子 吉之輔

目次
測定実施概要

-(１) 測定物件名・所在地
-(２) 測定件数・地点
-(３) 実施日・実施者・立会者
-(４) 濃度測定の検査対象物質
-(５) 測定機器・分析機関
-(６) 測定試料採取方法

測定実施状況
-(１) 各室・地点の実施データ
-(２) 試料採取に使用した材料
-(３) 試料採取前の実施状況
-(４) 測定バッジの設置実施状況

測定結果考察

ｎｏ 号室 居室名称 室内換気 試料採取 室内各部の開放確認 バッジｎｏ
開始時間終了時間 開始時間 終了時間 採取時間

1 1401 ＬＤ 9：20 10：05 10：13 10：20 24ｈ 25772
2 1401 洋室 9：20 10：05 10：13 10：20 24ｈ 25773

3 1410 ＬＤ 9：20 10：22 10：26 10：31 24ｈ 25774

4 1410 洋室1 9：20 10：22 10：26 10：31 24h 25775

5   1417   ＬＤ 9：20   10：34 10：38   10：4

分析データからの考察
(1)1417号室ＬＤと726号室ＬＤの
濃度が他の居室より若干高い数値
である。
この数値レベルは目の刺激・神経
組織への刺激が始まる最低値レベ
ルである
(ホルムアルデヒドの特性は参考資
料のホルムアルデヒド概説参照)
但し、これらの反応は個人差があ
り、その反応率などは解明されて
いない。
(２) 建材以外にもホルムアルデヒ
ドは発生する。
置きタバコ１本のホルムアルデヒ
ド放散量はFc1合板が下地の木質系
フローリングの床、２㎡～７㎡か
ら放散するホルムアルデヒドと同
等といわれている。



株式会社 フジ・カーペット 環境対応企画室では、設計・施工段階の改
善を目的として、新築・竣工検査のみ検査対応を行っています。

過去の検査データおよび実験データから、今後対応すべきことも出て
います。
特に、設計段階の材料の選択は重要でしょう。

検査申込み・各種ご相談はメールで!
ホームページメールあるいは
ecollabo@fujicarpet.co.jp


	シックハウスの原因因子ホルムアルデヒドVOCを測定する
	建築竣工時の室内化学物質濃度調査

